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則い蔵ン層が設けられている。

　キャスクの緩衝体は、一般的に、緩衝材をステンレ

ス鋼板で服limited volume. However, it has become diffi  cult to procure wood that satisfi es the characteristics specifi ed by design constantly in large quantities. This study chose rigid polyurethane foams (R-PUF) as an alternative shock absorbing material and investigated its applicability as an impact limiter by &く゚resiЯta沃ce tes{s su鼲9 を用いたキペ

Development of Impact Limiter Using Rigid Polyureoﾖ
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一般論文

　試験片の変位挙動は衝突板と重錘の変位より求め
る。すなわち、重錘と衝突板との変位差を試験体の変
位とし、初期寸法との比をもってひずみとする。また、
架台に設置したロードセルで衝撃荷重を計測し、その
値を試験片の初期断面で割ることで応力を求める。こ
の二つの値を用いて応力－ひずみ線図を作成する。
　2 . 3　実験結果　　　落錘試験より得られた各ケー
スの動的な圧縮特性（応力－ひずみ線図）を図5に示
す。いずれの試験結果においても、応力が増大せずに
ひずみ値のみ大きくなる挙動（緩衝材が有効に働く領
域）を経た後、ひずみの増加に比べて急激に応力が上
昇する（緩衝材としての機能損失）。密度が大きなタ
イプのR-PUFほど、緩衝材が有効に働く領域の応力値
は高くなるが、低いひずみ値、すなわち小さな変形で
緩衝機能を損失する。また、R-PUFおよび木材とも、

温度が高くなるほど緩衝領域での応力値が低くなる傾
向にある。
　ρ=0.3g/cm3のR-PUFを木材（積層直交）と比較す
ると、緩衝材の有効に働く領域の応力値は同等である
が、緩衝性能を損失するひずみ値は大きくなっており、
より優れた緩衝性能を有している。また、ρ=0.5g/
cm3のR-PUFに着目すると、木材（積層平行）と比較
して、密度が10%ほど小さいものの、緩衝材が有効に
働く領域の応力値はほぼ同等の値となっている。
　以上のことより、R-PUFのキャスク用緩衝体の使用
温度条件範囲内における動的な圧縮特性を取得したと
ころ、R-PUFは従来材であるファープライウッド（積
層平行、積層直交）と比較して、より優れた緩衝性能
を有している。
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R-PUF（硬質ポリウレタンフォーム）を用いたキャスク用緩衝体の開発

91%であった。R-PUFは木材より難燃性が若干劣るも
のの、十分な残存率を有している。
　以上のことより、800℃雰囲気で30分間加熱されて
いても、R-PUFおよび木材とも、内部温度は40℃以下
（断熱性）であり、十数分以内に自然鎮火（自己消化
性）し、さらに70%以上の残存率（難燃性）を持って
いる。すなわち、キャスク用緩衝体として、十分な耐
燃焼性能を有していることを確認できた。

5.　 結　言




